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大
分
県
立
病
院
医
学
校
は
、
明
治
初
期
の
西
洋
医
師
養
成
の
全

国
的
な
波
に
の
り
、
明
治
十
三
年
三
月
開
院
、
四
月
二
日
に
授
業

が
開
始
さ
れ
た
が
、
県
の
財
政
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
た
め
、

明
治
二
十
年
の
勅
令
第
四
十
八
号
に
よ
る
地
方
税
補
助
の
禁
止
に

よ
り
、
明
治
二
十
一
年
三
月
廃
校
、
病
院
も
翌
二
十
二
年
三
月
に

廃
院
に
追
い
込
ま
れ
た
・
こ
の
間
七
十
五
名
の
医
師
を
世
に
送
り
、

診
療
を
施
し
た
患
者
は
三
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

資
料
に
は
大
分
県
病
院
兼
医
学
校
年
次
報
告
と
し
て
一
次
か
ら

四
次
、
明
治
十
三
年
三
月
か
ら
明
治
十
九
年
十
二
月
に
及
ぶ
報
告

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
次
報
告
は
医
学
校
及
び
病
院
の
長

を
務
め
た
烏
潟
恒
吉
が
自
ら
編
集
兼
出
版
人
と
な
り
、
開
設
当
初

か
ら
の
病
院
及
び
医
学
校
の
概
況
を
機
構
、
診
療
、
教
育
、
財
政

の
四
つ
の
面
か
ら
、
多
数
の
綿
密
な
統
計
を
駆
使
し
、
極
め
て
詳
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大
分
県
立
病
院
医
学
校
に
お
け
る
眼
科
診

療
に
つ
い
て

山
之
内
夘
一

細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
年
次
報
告
書
は
和
紙
に
、
活
版
刷
り

で
あ
る
。

一
、
開
校
か
ら
廃
校
ま
で

院
校
設
立
に
つ
い
て
は
、
明
治
九
年
十
月
、
中
津
の
医
師
藤
野

玄
洋
の
陳
情
が
あ
り
、
同
年
十
二
月
、
県
当
局
は
藤
野
を
含
む
大

分
県
下
の
医
師
五
名
（
佐
野
篤
達
・
杵
築
、
藤
野
玄
洋
・
中
津
、
宇
都

宮
棟
・
大
分
、
田
吹
玄
珠
・
大
分
、
下
瀬
文
蔵
・
大
分
・
漢
方
医
）
を

招
い
て
、
そ
の
設
立
に
つ
い
て
諮
問
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
諮
問
か
ら
二
カ
月
後
、
西
南
の
役
が
始
ま
り
、
大
分
県

下
も
戦
火
を
見
た
た
め
、
設
立
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
が
、
戦
火
収

ま
っ
た
十
一
年
に
は
再
び
設
立
計
画
が
復
活
し
、
県
会
に
提
案
さ

れ
た
が
、
審
議
は
行
わ
れ
ず
、
明
け
て
十
二
年
三
月
再
度
設
立
予

算
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

開
校
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
学
校
側
叩
烏
潟
恒
吉
（
東
大
十
二
年

卒
）
以
下
一
名
。
病
院
側
”
烏
潟
院
長
、
佐
野
篤
達
副
院
長
他
当
直

医
三
名
、
傭
医
四
名
、
薬
剤
師
一
名
で
あ
っ
た
。
開
校
時
は
乙
種

で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
七
年
に
は
甲
種
医
学
校
と
な
り
、
開
業
試

験
は
免
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
た
め
学
校
職
員
も
増
加
し
た
。

病
院
は
開
院
二
年
間
は
予
想
以
上
の
収
益
を
あ
げ
た
が
、
三
年
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目
か
ら
は
、
人
件
費
の
高
騰
に
加
え
て
収
益
減
の
た
め
、
県
の
会

計
を
脅
か
し
、
や
が
て
廃
校
を
求
め
る
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、

こ
う
し
た
最
中
、
勅
令
に
よ
る
県
費
補
助
の
禁
止
が
打
ち
出
さ
れ
、

明
治
二
十
一
年
三
月
を
も
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
。
在
校
生
六
十
七

名
中
四
十
六
名
が
就
学
の
道
を
断
た
れ
た
。
病
院
は
独
立
病
院
と

し
て
の
発
足
を
期
し
た
が
、
種
々
論
争
の
後
、
結
局
明
治
二
十
二

年
三
月
閉
鎖
さ
れ
た
。
病
院
は
烏
潟
恒
吉
が
引
き
継
ぎ
、
同
年
四

月
「
私
立
大
分
病
院
」
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
眼
科
診
療
に
つ
い
て

外
来
診
療
は
毎
日
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
五
時
間
、
外
来

手
術
は
毎
週
月
曜
と
火
曜
、
小
手
術
は
臨
時
に
行
わ
れ
、
各
医
局

員
は
午
前
八
時
出
勤
、
午
後
三
時
に
は
退
出
す
べ
し
と
あ
り
、
日

の
長
短
に
よ
り
適
宜
伸
縮
す
る
こ
と
は
勝
手
で
、
早
く
出
勤
し
、

早
く
帰
宅
す
る
と
い
う
習
慣
は
、
灯
火
の
せ
い
で
は
な
か
っ
た
か

と
い
う
。
因
に
大
分
に
電
灯
が
初
め
て
付
い
た
の
は
、
明
治
四
十

二
年
四
月
で
あ
る
。
入
院
病
床
は
約
三
十
程
度
、
入
院
患
者
の
診

察
は
毎
日
三
回
、
午
前
八
時
院
長
回
診
、
午
後
三
時
と
十
時
は
当

直
医
回
診
で
、
院
長
回
診
時
は
一
名
以
上
の
当
直
医
が
こ
れ
に
従

っ
た
。
当
直
医
は
現
在
の
当
直
医
と
は
異
な
り
、
県
立
病
院
の
日

常
診
療
を
担
当
す
る
も
の
で
、
現
在
の
部
長
ク
ラ
ス
と
言
え
よ
う
。

傭
医
は
当
直
医
の
下
に
あ
り
、
臨
時
医
師
で
県
立
病
院
の
診
療
の

傍
ら
自
分
の
医
業
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
た
。

病
院
の
受
診
者
は
一
年
に
約
三
千
人
で
、
そ
の
一
割
が
眼
科
受

診
患
者
で
あ
る
。
眼
科
診
療
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

烏
潟
が
主
と
し
て
関
与
し
（
彼
の
署
名
入
り
の
眼
科
患
者
の
診
断
書

が
在
る
）
、
手
術
も
外
科
学
を
得
意
と
し
た
烏
潟
の
執
刀
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
手
術
に
つ
い
て
は
、
年
次
報
告
に
は
、
診
断

名
、
術
式
と
そ
の
転
帰
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
が
珍
し
い
。

（
平
松
学
園
大
分
視
能
訓
練
士
専
門
学
校
）


